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7）岩波由佳「摂津富田旧寺内町の成立と展開について」『日本建築学会大会学術講演梗概集』1989、pp.823-824
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19）条里地割の地理的位置は、『地図でみる西日本の古代：律令制下の陸海交通・条里・史跡』 （金田章裕他編、平凡社、 2009）、『地図
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　真宗寺院の本堂は正面を東に向けるのが基本であるが、寺内町の中核寺院も原則的には東面し、本堂正面

が町並みに向くように町域の西寄りに配されるものが多い。また、中核寺院は町域内の高度が高いところに

置かれることが多いが、これは防災防衛拠点としての役割上合理的で、また、土地の高低差を利用した都市

空間の階
ヒエラルキー

層の表現であったとも解釈できる。本願寺教団はこうした点を考慮しつつ、一般に起伏がちな台地

の地形を巧みに読み込みながら都市建設を行っていたといえる。

　各都市の町割については、近世絵図を見ると原則的に直交街区で構成されている。なかでも中核寺院をコ

（ロ）字型の街区で取り囲むものが目立ち、そこには防災防衛的な都市計画の意図がよく示されている。また、

主要道路に防火用水路を設けているものも散見される。なお、多くの都市では先行する古代条里地割と無関

係に都市建設がされており、そこに自立的都市を目指した本願寺教団の都市理念の反映を見ることができ

る。防災の観点から注目されるのは、台地型寺内町が総じて「農村的」な低密都市であったと考えられるこ

とである（農業従事者も少なくなかった）。すなわち、各敷地の間口は広く取られ、各町家の平面は横長となり、

その一方で整然とした直交街区の町割を基本としているので、敷地の奥には広い空地（畑）ができる。これ

により各街区に防火空地帯が形成され、火災の際には延焼を抑制する防災効果を生んでいたと考えられる。
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法隆寺金堂壁画保存事業における「防災」の理念と手法

IDEAS AND METHOD OF DISASTER PREVENTION 
SHOWN IN THE PRESERVATION ACTS FOR THE BUDDHIST WALL PAINTINGS 

IN THE MAIN HALL OF HORYUJI (1916-56) 

青柳憲昌 1

Norimasa Aoyagi

1 立命館大学講師　理工学部建築都市デザイン学科（〒 525-8577 滋賀県草津市野路東 1-1-1）

Lecturer, Ritsumeikan University, Dept.of Architecture and Urban Design

Preservation Committee for the Wall Paintings in the Main Hall of Horyuji was established in 1916, and their problems 
recognition of progressing deterioration of the wall paintings were summarized as the following 3 points; 1) aged 
deterioration of ancient structure which caused cracks on the surface of the paintings, 2) aged deterioration of the wall 
paintings themselves which foliated the color, 3) insufficiency of the fire prevention equipments. The preservation acts 
had executed measures based in those 3 points until 1956. Nonetheless the former committee in the 1910's concluded 
it was nonessential to execute the fundamental restoration, concerned experts’ idea of disaster prevention required it in 
the 1930’s, while trying to maintain its cultural value, namely keeping paintings in the hall after the act completion, by 
means of advanced technologies and academic researches. Encountered many difficulties, after all, the paintings are now 
preserved in the back storage of the temple, which symbolically shows aporia; “disaster prevention” in the modern sense 
is, needless to say, a necessary measure to save cultural heritages but unavoidably decreases cultural value of them. 

Keywords : Horyuji, Preservation of Wall Paintings, Fire Prevention Equipments, Structural Reinforcement

１．序

　大正初期から昭和前半期にかけて行われた法隆寺金堂壁画（7世紀末〜８世紀初期 1）、図 1・2）の保存事業は、

文化財の防災
4 4

に関する国家的な大事業であったといえる。「世界の至宝」と謳われた美術的価値のきわめて

高い壁画をどのように保存するかという問題は、日本において文化財保護行政が開始された明治 30（1897）

年から既に取り上げられ、大正２（1913）年の古社寺保存会における岡倉覚三（天心）の提言によって大正

５年に発足した「法隆寺壁画保存方法調査委員会」において様々な対策法が提言されたが、それらは本稿で

詳述するように、地震・火災・人災から壁画を今後どのように守るかという、まさに「防災」の観点から出

された提言であった。その防災事業の枠組みは、昭和 9 〜 31 年の法隆寺昭和大修理事業に引き継がれて、

昭和 14（1939）年に組織された「法隆寺壁画保存調査会」は各種の調査研究を推し進め、その防災の基本

方針を大戦直後に決定した。しかし、昭和 24 年 1 月 26 日、金堂に火災があり、それにより堂内の壁画も甚

大な損傷をうけ、壁画は現在法隆寺の収蔵庫に移動・保管されている。世界美術界を震撼させた金堂火災に

ついては広く知られているのでここで説明を要しないが、この一大事件を契機に文化財保護法が成立したの

も周知の事実である。

　ここで、本研究における筆者の基本認識を記しておくと、筆者は、近代的な意味における文化財の「防災」

という行為は、本質的には、文化財の有する文化的価値
4 4 4 4 4

の保持と矛盾しあうものと考えている。というのも、

文化財を恒久的に凍結保存したいのであれば、それを堅牢で防災的な収蔵庫に入れておくのが最も安全・安

心であるが、その場合には文化財の文化的価値は半減してしまう。活用
4 4

してこそ、「文化財」は生きた「文化」

に資するものとなるのである。しかし、それでもなお、文化財を後世に残すためには何らかの「防災」的施
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